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AIの答えを「根拠・比較・修正」で扱う
小学校高学年〜高校、総合/国語/情報活用

文科省のAIガイドラインと情報モラル教材を参照し、児童生徒が出力を鵜呑みにしない活動を設計す

る。

そのまま使える手順
1. 問いに対する自分の予想を先に書く。

2. AIの回答から「確かめたい主張」を一つ選ぶ。

3. 教科書・公的資料など、AI以外の根拠で照合する。

4. 事実/意見/不明を色分けする。

5. どこを採用・修正・保留したかを短く記録し、学びを振り返る。

確認欄

自分の予想が先 □ 根拠資料がある □ 事実と意見を区別 □ 誤り/不明を許容 □

AI出力を自分の成果と偽らない □

根拠・公式資料
文部科学省等の公式資料を開く

文部科学省等の公式資料を開く

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/ai/index.html
https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/

